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事後評価報告書（中間評価） 

 

 

情報通信基盤整備推進補助金交付要綱第２１条第１項の規定に基づき、下記のとおり報

告します。  

 

記 

 

１．事業概要 

(1) 工事完了日：平成３０年３月２６日 

(2) サービス開始日：平成３０年６月１日 

 

２．目標達成状況 

指 標 
目標 

（目標年度） 

実績値 

平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

超高速ブロードバ

ンドの加入世帯数 

230 世帯 

（令和 4年度）
98 世帯 134 世帯 147 世帯 

 
 

（    ） 
   

 
 

（    ） 
   

※欄が不足する場合は適宜追加 

 

３．目標達成に向けて実施した取組 

 サービス開始前に、住民説明会を実施した。 

 

 

４．評価 

住民説明会は、４回開催し、計 93 人が参加した。うち 9人が会場で加入申



 
 

し込みに至った。説明会参加者は、関心が高かったことから、申込に至っ

たものと思われる。一方、説明会への参加者人数は少なかった。今後は、

説明会以外の方法で、加入者を増やすことを検討したい。 

 

５．課題への対応策 

住民説明会では参加者参加人数が少なかったので、加入可能世帯全てにチ

ラシを配布し加入促進を図りたい。 

チラシ配布に際しては、単なるサービスや料金の周知にとどまらず、未加

入世帯の世代等について調査・分析した上で、ブロードバンドを利用した

くなるように適確に訴求していく。具体的には、当該地域は、高齢者世帯

が多いことから、単にインターネットができるだけでなく、コロナウイル

スにより、しばらく会えていない家族とテレビ電話ができること、Iot 機

器による見守りが可能となること等をアピールしたい。 

また、住民からの情報検索によりブロードバンドの加入を知ることができ

なかったことから、市ホームページで周知を図りたい。 

 

 

 

 


